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1．事業概要 

1-1 研究背景・目的 

 

我が国における成熟化した森林資源を活かし、新たな木材需要を喚起するため、中高層建

築物でのクロス・ラミネティド・ティンバー（CLT：Cross Laminated Timber）の利用促

進が期待されている。利用促進のためには、省エネという直接的な便益（EB：Energy 

Benefits）に加え、居住者の健康を維持増進させるという間接的便益（NEB：Non-Energy 

Benefits）を提示していくことが必要とされている。近年、間接的便益として、適切な木質

内装化が居住者の健康状態に好影響を与えることが明らかとなりつつある。 

これらの背景を鑑みて、平成25年度においては、林野庁「地域材供給倍増事業のうち木

造建築物等の健康・省エネ等データ収集支援事業」の助成を得て、2013年10月中旬～11月

中旬にかけて日本全国の住民を対象としたフィールド調査を実施した。総勢244名（122世

帯）へのアンケート調査を行い、そのうち33世帯に対して温湿度と睡眠状態の実測調査を

実施した。前述で取得したデータを用いて、「木材利用による嗅覚・視覚刺激がリラックス

に与える影響」「室内の木質化率と睡眠効率の関係」に関する分析を試み、①嗅覚刺激の観

点では、木質化率36%以上で十分に好ましいと感じられること、②視覚刺激の観点では木質

化率48%で最も好ましく、リラックス効果が見込めること、③室内環境や個人要因の差異を

制御した場合、木質化率50%に住む住民の睡眠効率が高い傾向にあること、などを確認した。

上記の一部の成果については検証のための十分なサンプル数が確保されていない他、個々人

のアンケートへの回答に基づく主観評価に留まっているという現状がある。従って、本研究

では、木質化住宅に在住の居住者に対し、温熱環境データや睡眠データの収集を行うととも

に、CLTを利用した実験住宅において健康状態のデータ収集を実施し、住環境による健康

影響及びそのメカニズムの解明を行う。 

 

1-2 研究実施内容 

 

背景を鑑みて、本研究では、木質化住宅に在住の居住者を対象とした「フィールド調査」

及び「CLTを利用した実験住宅での調査」を実施した。「フィールド調査」では統計的な価

値を高めることを目的として、前年度に実施した調査を拡大し、更に多くのサンプルを収集する。

主観データとして「住環境（温熱環境の満足度、木室内装の見た目、木質化率、健康チェックリ

ストなど）」「住民の健康状態（自己申告データ、睡眠の質）」を調査する。さらに、客観デー

タとして「温熱環境」や「睡眠状態」を調査し、木質化率と健康状態の相互関係について検証す

る。「CLTを利用した実験住宅での調査」では自宅および実験住宅にて、睡眠、血圧を測定し、

内装木質化によって期待されるリラックス効果が、居住者の健康状態へ与える影響の検証を行う。 

 これにより、住宅への内装木質化、ひいてはCLT利用がもたらす効果を提示し、この成果

をシンポジウム等で建築関係者らに公表することで、CLTの利用拡大に向けた一助となる

ものと期待される。 
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1-3 事業計画 

 

 調査研究の遂行に向けて、協力団体の支援を受けて、調査関係者との協議を重ねた。協

議の中で、調査及びデータ分析の方針の検討を実施した。 

 主な打ち合わせの日時を下記に示す。 

 

【10月調査打ち合わせ】 

・2014年10月1日  @エクセルシャノン 

・2014年10月4日  @慶應義塾大学 

・2014年10月11日  @慶應義塾大学 

・2014年10月15日  @旭ファイバーグラス 

 

【11月調査打ち合わせ】 

・2014年11月28日  @エクセルシャノン 

・2014年11月29日  @ナイス 

 

【12月調査打ち合わせ】 

・2014年12月3日   @エクセルシャノン 

・2014年12月4日   @ナイス 

・2014年12月24日  @ナイス 

 

【1月調査打ち合わせ】 

・2015年1月7日   @エクセルシャノン 

 

【2月調査打ち合わせ】 

・2015年2月3日   @ナイス 

・2015年2月4日   @エクセルシャノン 

・2015年2月13日   @ナイス 

・2015年2月25日   @慶應義塾大学 

 

【3月調査打ち合わせ】 

・2015年3月2日   @旭ファイバーグラス 

・2015年3月3日   @林野庁 

・2015年3月4日   @としま区民センター 

・2015年3月12日   @慶應義塾大学 

・2015年3月13日   @慶應義塾大学 
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2．フィールド調査 

2-1 調査の概要 

 

 本節では、2014年11月、12月、及び2015年1月に実施したフィールド調査の概要を示す。  

 

2-1-1 調査の目的 

 内装木質化によって期待されるリラックス効果が居住者の睡眠状態に与える影響を検証

するため、フィールド調査を実施した。木質化率に関するアンケート調査と温湿度と睡眠

状態の実測調査を実施し、木質化住宅が居住者の睡眠状態に与える影響を検証する。 

 

2-1-2 調査期間・対象地 

【調査期間】 

本調査は、2014 年に 11 月調査、12 月調査、2015 年に 1 月調査の 3 回の調査を設け、そ

れぞれで異なる対象者に対して同一の調査を実施した。11 月調査は 2014 年 11 月中旬から

12 月上旬にかけて、12 月調査は 12 月上旬から 12 月下旬にかけて、1 月調査は 1 月中旬か

ら 2 月上旬にかけて、それぞれ約 2 週間実施した。 

 

【調査対象地】 

関東地方の工務店の協力の下で対象者の募集を行い、対象住宅の所在地である調査対象

地は、茨城県、栃木県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県であった。 

 

2-1-3 対象者の概要 

本調査の対象者は、工務店を介して募集した、工務店の顧客、及び工務店の社員とその

親族であり、75 世帯 121 名に対して調査を行った。調査の実施に際し、工務店及び対象者

に向けて、事前に調査内容の説明を行った。 

 

 

2-1-4 調査・測定項目 

フィールド調査におけるアンケート調査項目を表2. 1に示す。対象者に対して、住宅や生

活習慣、健康状態について問うた。住宅に関する項目には、寝室の床・壁・天井の内装材

の使用状況、無垢材の使用状況、寝室の床・壁・天井で使用している内装材の種類や、寝

室の見た目・香り・さわり心地と木の香りの有無といった問を設けて、木質化が日常生活

に与える諸効果について把握した。尚、住宅については、対象者だけでなく専門家からの

観点の情報収集も必要と考え、工務店関係者に各住宅について調査票への記録を依頼した。 

実測項目を表2. 2に示す。自宅にて温湿度と睡眠状態の測定を行った。本調査で用いた睡

眠計は非接触型であり、枕元に設置し、簡単なボタン操作を行うことで睡眠効率を測定可

能である。睡眠計を用いて「睡眠効率」と呼ばれる指標を算出することが可能である。 
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表2. 1 アンケート調査項目の概要 

調査の回答者 大項目 小項目 

居住者 

住まい 

・延床面積, 築年数, 構造, 断熱材の有無 

・内装の木材の使用状況 

・仕上げ材の種類（無垢材の使用の有無） 

・住宅に対する見た目, 香り 等 

健康状態 

・主観的健康感 

・ストレス 

・睡眠状態 

・症状（だるさ, 頭痛） 

・既往歴 等 

工務店 住まい 

・延床面積, 築年数, 構造, 断熱材の種類 

・内装の木材の使用状況 

・仕上げ材の種類（木材の使用の有無） 等 

 

 

表2. 2 実測項目の概要 

 温湿度 睡眠状態 

測定場所 自宅（居間, 寝室） 

測定機器 おんどとりJr RTR-503（T&D社） 

 

 

睡眠計 HSL-102-M（OMRON社） 

 

 

測定項目 ・温度 

・湿度 

・睡眠効率1 

・入眠潜時 

・深睡眠時間2 

・中途覚醒時間/回数 

 

 

 

                                                   
1 総睡眠時間中の睡眠時間の割合 
2 10分以上体動のない深い睡眠状態にある時間 
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2-2 アンケート集計結果 

2-2-1 有効サンプル数 

回収率：91%（68 世帯／75 世帯）、88%（107 名／121 名） 

フィールド調査を実施した 75 世帯 121 名の内、アンケート調査票の全設問に無回答、或

いはアンケート調査票が未回収の対象者を無効サンプルとした。 

 

2-2-2 対象者の属性 

対象者の男女別のサンプル数、年齢、BMI を図 2. 1～図 2. 3 に示す。対象者は初回血圧

測定時に体重体組成計 HBF-252F(OMRON 社)により BMI を測定し、その値を日誌に記入

した。サンプル数に男女の偏りはなく、平均年齢は男性が 51.3 歳、女性が 52.0 歳であり、

30・40 代の対象者が全体の約 5 割を占めた。また、BMI が 18.5 以上 25.0 未満の標準体重

の対象者が全体の約 7 割であった。 

 

男性
59名(55%)

女性
48名(45%)

 

図2. 1 対象者のサンプル数（男女別） 
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図2. 2 対象者の年齢分布（男女別） 
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図2. 3 対象者のBMI分布（男女別） 

 

2-2-3 対象住宅の属性 

 既往の研究等では、内装材の木材利用量の評価指標として、木質化率や木材化率という

指標が用いられているが、「延べ面積に対する木質化施工面積の割合」としているものや、

「新築等又は模様替えが行われた施設に占める内装等の木質化が行われた施設の割合」等

を指標として内装の木質化の度合を定義しているものがある。 

 本研究では、「床・壁・天井のうち木材を使用している面積の割合＝各面（床・壁・天

井）の内装表面積に木質化の割合を乗じ、合計内装表面積で除したものの百分率」（表2. 3

参照）を木質化率として定義し、今後の分析に使用する。また本調査では床面積や階高を

調査していないため、住宅用標準問題（図2. 4）と同じであると仮定して算出した。例えば、

床のみに木材を使用した場合は木質化率24%、床と天井に木材を使用した場合は木質化率

48%、加えて壁の半分に木材を使用した場合は木質化率74%と計算できる（図2. 5）。 

上記のように木質化率を算出した結果、68軒分の木質化率別のサンプル数は図2. 6のよう

になった。本調査では寝室の木質化率を居住者のアンケートから算出している。寝室の床・

壁・天井への木材の使用状況に関する設問に無回答の対象者が1名（1軒）存在したため、

木質化率の分類不可とした。以降は、木質化率の分類が不可能な1軒を除く67軒分で分析を

行う。 

 

表 2. 3 各面の内装表面積と木質化の割合 

各面の 

内装表面 面積 

 
 木質化の割合 

床 ：20.5㎡  

× 

0 （なし） 

壁 ：43.7㎡  0.5（半面） 

天井：20.5㎡  1 （全面） 

合計 84.7㎡   
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図 2. 5 木質化率の定義と例 

※階高は 2,400mm として計算 
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図 2. 4 住宅用標準問題 
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図 2. 6 対象住宅（寝室）の木質化率 
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2-3 実測調査の集計結果 

 本節では温湿度と睡眠状態の実測調査の集計結果を示し、有効サンプルについて述べる。 

 

2-3-1 有効サンプル数 

有効割合：69%（52 世帯／75 世帯）、66%（80 名／121 名） 

約 2 週間のフィールド調査を実施した 75 世帯 121 名の内、温湿度と睡眠状態を 4 日以上

正しく測定した対象者を実測調査の有効サンプルとする。8 名は睡眠計の測定日数が 3 日以

内であり、睡眠計の操作方法を誤り、睡眠状態を測定出来なかった対象者が 25名存在した。

更に 8 名の測定機器が未回収のため、有効サンプル数が減少した。 

 

2-3-2 対象者の属性 

対象者の男女別のサンプル数、年齢、BMI を図 2. 7～図 2. 9 に示す。アンケート集計結

果と同様に、サンプル数に男女の偏りはなく、平均年齢は男性が 49.9 歳、女性が 51.2 歳で

あり、30・40 代の対象者が全体の約 5 割を占めた。また、BMI が 18.5 以上 25.0 未満の標

準体重の対象者が全体の約 7 割であった。 

男性
44名(55%)

女性
36名(45%)

 

図2. 7 対象者のサンプル数（男女別） 
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図2. 8 対象者の年齢分布（男女別） 
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図2. 9 対象者のBMI分布（男女別） 

 

2-3-3 対象住宅の属性 

対象住宅の断熱性能を図2. 10に示す。既往研究を参考に、アンケート調査の居間の窓サ

ッシの種類と窓ガラスの枚数に関する回答結果から断熱性能を推定した。居間の断熱リフ

ォームを行った住宅が1軒あり、既往研究による推定では断熱性能が高い平成11年基準に分

類されるが、後段にて温熱環境を検証する寝室は断熱リフォームを行っておらず、築年数

33年であるため、昭和55年基準に分類した。 

断熱性能の低い昭和55年基準の住宅が約半数を占め、窓サッシの種類、窓ガラスの枚数

についてわからないと回答、もしくは無回答であった3軒は断熱性能の分類が不可能であっ

た。 

 

昭和55年基準
29軒(56%)

平成4年基準
4軒(8%)

平成11年基準
12軒(23%)

分類不可
3軒(6%)

無断熱
4軒(7%)

 
図2. 10 対象住宅の断熱性能 
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対象住宅の木質化率を図2. 11に、全対象者の木質化率を図2. 12に示す。アンケート集計

結果と同様に、以降は、木質化率の分類が不可能な2名を除く78名分で分析を行う。 
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図2. 11 対象住宅の木質化率（断熱性能別） 
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図2. 12 全対象者の木質化率（断熱性能別） 
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2-4 木質内装が睡眠の質に与える影響 

 本節では、昨年度（2013年秋季）に行ったフィールド調査で得られた結果と今年度のフ

ィールド調査で得られた結果を合わせて、SET*・BMI・性別・年齢を制御した上で、木質

内装が睡眠の質に与える影響を検証する。既往研究文[2-1]を参考に、SET*は以下の様な条件

で固定し、BMI・性別・年齢別に分析を行う。 

 

【SET*】 17.0～25.0℃の寝室室温 

 

断熱性能別に木質化率と睡眠効率との関係を分析した結果を表2. 4~表2. 6、図2. 13~図2. 

18に示す。 

すべての属性番号において、木質化率と睡眠の関係は二次曲線で近似することができた。

二次曲線の頂点に着目すると、木質化率30~70%の間にそれぞれの属性番号の二次曲線の頂

点が存在している。二次曲線の精度が最も高かったのは、R2=0.3823となった属性番号⑥

（BMI：25.0未満・性別：男性・年齢：60歳以下）であり、木質化率70％付近で睡眠効率

が最大（図2.18）であった。一方で、属性番号④（BMI：25.0未満・性別：すべて・年齢：

すべて）のR2値も0.3445で精度が高い。従って、汎用性のある結果としては、木質化率60％

が最適ということが今回の調査対象拡大によって明らかとなった。尚、BMI25.0以上が適

応対象から外れたことについては、肥満による何らかの睡眠障害が大きく作用したものと

推察される。 

 

表 2. 4 属性別（BMI・性別）木質化率と睡眠効率（表中の数値は睡眠効率［%］） 

属性番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

BMI すべて すべて すべて 25.0未満 すべて 25.0未満 

性別 すべて 男性 女性 すべて すべて 男性 

年齢 すべて すべて すべて すべて 60以下 60以下 

0% 88.4 84.4 96.2 88.4 88.4 84.4 

12% 92.3 92.3 - 92.3 92.3 92.3 

24% 91.3 90.8 93.1 90.8 91.1 89.2 

25% 92.8 94.8 90.0 92.8 92.8 94.8 

36% 89.4 89.4 - 89.4 89.4 89.4 

48% 90.9 90.2 92.9 90.9 90.9 90.1 

50% 96.6 96.6 96.7 96.8 97.5 97.8 

62% 92.9 92.9 - 92.9 92.9 92.9 

74％ 89.9 80.6 96.0 97.2 86.8 - 

100% 91.2 92.0 88.9 91.1 92.2 92.4 
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表 2. 5 属性別（BMI・性別）木質化率と睡眠効率（表中の数値は睡眠効率の標準偏差） 

属性番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

BMI すべて すべて すべて 25.0未満 すべて 25.0未満 

性別 すべて 男性 女性 すべて すべて 男性 

年齢 すべて すべて すべて すべて 60以下 60以下 

0% 13.4 14.7 3.7 13.4 13.4 14.7 

12% 4.8 4.8 - 4.8 4.8 4.8 

24% 8.0 8.5 5.1 8.5 8.2 9.6 

25% 5.7 3.8 6.6 5.7 5.7 3.8 

36% 5.2 5.2 - 5.2 5.2 5.2 

48% 5.6 5.6 5.0 5.8 5.6 5.8 

50% 4.4 4.5 0 4.5 1.9 1.6 

62% 5.5 5.5 - 5.5 5.5 5.5 

74％ 11.1 12.0 3.2 2.4 12.5 - 

100% 7.0 6.4 8.4 6.5 6.5 5.2 

 

表 2. 6 属性別（BMI・性別）木質化率と睡眠効率（表中の数値はサンプル数） 

属性番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

BMI すべて すべて すべて 25.0未満 すべて 25.0未満 

性別 すべて 男性 女性 すべて すべて 男性 

年齢 すべて すべて すべて すべて 60以下 60以下 

0% 42 28 14 42 42 28 

12% 23 23 - 23 23 23 

24% 148 118 30 108 138 71 

25% 10 6 4 10 10 6 

36% 25 25 - 25 25 25 

48% 103 77 26 88 103 62 

50% 23 22 1 21 22 20 

62% 14 14 - 14 14 14 

74％ 82 33 40 20 53 - 

100% 141 111 30 104 118 62 
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図2. 13 木質化率と睡眠効率（属性番号① BMI・性別・年齢：すべて） 
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図2. 14 木質化率と睡眠効率（属性番号② BMI・年齢：すべて 性別：男性） 
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図2. 15 木質化率と睡眠効率（属性番号③ BMI・年齢：すべて 性別：女性） 
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図2. 16 木質化率と睡眠効率（属性番号④ BMI：25.0未満 性別・年齢：すべて） 
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図2. 17 木質化率と睡眠効率（属性番号⑤ BMI・性別：すべて・年齢：60歳以下） 
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図2. 18 木質化率と睡眠効率（属性番号⑥ BMI：25.0未満・性別：男性・年齢：60歳以下） 
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2-5 第2章の統括 

 

本章では、実際の居住者に対して測定を行った睡眠効率を用いて、木質内装化による睡

眠効率への影響を定量的に評価した。今年度（2014年11月～2015年1月）に行ったフィー

ルド調査の結果に、昨年度（2014年秋季）に行ったフィールド調査の結果を合わせて分析

を行った。なお内装木質化以外の睡眠への影響を考慮するため、BMIや年齢等の個人要因

の影響を制御した上で木質化率と睡眠効率の分析を行った。 

 

具体的には以下のことが明らかになった。 

・木質化率が睡眠効率に与える影響の確認 

既往研究を参考に、就寝中平均SET*が17.0～25.0℃の範囲内にあるデータのみを用いて

分析を行ったところ、木質化率と睡眠の関係は二次曲線で近似することができた。個人属

性別に近似した2次曲線の頂点に着目すると、木質化率30～70%の間にそれぞれの二次曲線

の頂点が存在した。その他の睡眠障害が作用したものと推察される肥満傾向（BMI≧25.0）

の者を除外した、全ての男女（30~70代）において、木質化率60％付近で睡眠効率が最大と

なることを確認した。これは、調査対象を拡大したことによる成果であり、木質化率が半

数をやや越える程度が良好であることを示唆している。 
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3．CLTを利用した実験住宅での調査 

  

 本節では、2014年10月、及び2015年2月に実施したCLTを利用した実験住宅における調

査の概要を示す。 

 

3-1 調査の概要 

3-1-1 調査の目的 

 CLT利用によって期待されるリラックス効果が居住者の睡眠状態及び血圧に与える影響

を検証するため、CLTを利用した実験住宅へ模擬的に転居して頂く体験宿泊を実施した。

自宅及び実験住宅にて睡眠状態及び血圧の測定を実施し、両者を比較することで住宅の木

質化、ひいてはCLT利用が居住者の睡眠状態、血圧に与える影響を検証する。 

 

3-1-2 調査期間・場所 

【調査期間】 

 本調査は秋季（2014年10月）と冬季（2015年2月）の2回実施した。各調査の自宅での測

定期間と実験住宅での測定期間を表3. 1に示す。 

 

表3. 1 調査期間 

 測定期間 

自宅 実験住宅 

秋季調査 

A日程 
2014年10月20日～10月26日 

2014年11月29日～11月4日 
2014年10月27日～10月29日 

B日程 
2014年10月22日～10月28日 

2014年10月31日～11月6日 
2014年10月29日～10月31日 

冬季調査 
A日程 2015年2月5日～2月18日 2015年2月19日～2月21日 

B日程 2015年2月7日～2月20日 2015年2月21日～2月23日 

 

【調査場所】 

 調査を実施した実験住宅は慶應義塾大学湘南藤沢キャンパスに所在する「慶應型共進化

住宅」である。慶應型共進化住宅はCLTを利用しており、省エネ・創エネ・蓄エネシステ

ムを導入した環境性能の高いエコハウスである。慶應型共進化住宅の設計・施工にあたっ

ては関係協力企業の支援を得た。実験住宅の外観及び内観を図3. 1, 図3. 2に示す。 
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図3. 1 慶應型共進化住宅の外観 

 

図3. 2 慶應型共進化住宅の内観 

 

3-1-3 対象者の概要 

秋季調査、冬季調査ともに20～22歳のBMI 3が18.5～25の標準的な体型の男子学生8名と

し、計16名の対象者に対し調査を実施した。対象者は非喫煙者に限定した。また、飲酒習

慣は睡眠に非常に大きく影響を及ぼすため、週に2回以下の飲酒習慣である者を選定した。 

 

 

                                                   
3 BMI(=体重[kg]÷(身長[m]×身長[m])) 
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3-1-4 調査・測定項目 

秋季調査及び冬季調査におけるアンケート調査項目を表3. 2に示す。事前説明会にて住ま

いや生活習慣、健康状態について問うた。さらに実験住宅での体験宿泊時には、実験住宅

の環境満足度や木質内装の印象を調査した。調査に用いた事前説明会アンケート調査票を

付録2に掲載する。また、実測項目を表3. 3に示す。自宅及び実験住宅にて秋季調査では温

湿度と睡眠状態の測定を行い、冬季調査では温湿度と睡眠状態に加えて血圧と心拍の測定

を実施した。 

 

表3. 2 アンケート調査項目の概要 

調査のタイミング 大項目 小項目 

事前説明会 

住まい 

・CASBEE すまいの健康チェックリスト4 

・延床面積, 築年数, 構造, 断熱材の有無 

・内装の木材の使用状況 

・仕上げ材の種類（無垢材の使用の有無） 等 

生活習慣 

・飲酒の頻度/朝食の有無/野菜・果物の摂取 

・習慣的な活動量 

・就寝時の着衣, 寝具 等 

健康状態 

・主観的健康感 

・睡眠状態 

・症状（だるさ、頭痛） 

・既往歴 等 

実験住宅 

（就寝前） 

環境満足度 ・温熱環境, 光環境, 音環境, 空気質環境 

疲労 
・体調 

・自覚症状調べ文[3-1] 

実験住宅 

（起床時） 

環境満足度 ・温熱環境, 光環境, 音環境, 空気質環境 

睡眠感 ・OSA睡眠調査票文[3-2] 

木質内装 
・見た目、香り、触り心地の好ましさ 

・木の香り 

自宅との比較 ・日常生活の再現度5 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
4 部屋毎に暑さ、寒さ、安心・安全といった項目の質問に回答し、住まいの健康性を調査するもの 
5  問「普段どおりの生活を送ることが出来たか」 
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表3. 3 実測項目の概要 

 
温湿度 睡眠状態 

血圧 

（冬季調査のみ） 

心拍 

（冬季調査のみ） 

測定場所 自宅及び実験住宅 実験住宅 

測定機器 おんどとりJr 

 RTR-503 

（T&D社） 

 

睡眠計 

HSL-102-M 

（OMRON社） 

自動血圧計

HEM-7420

（OMRON社） 

 

 

 

多機能ワイヤレス

ホルタ記録機 

CarPod 

（MEDI LINK社） 

 

 

測定項目 ・温度 

・湿度 

・睡眠効率6 

・入眠潜時 

・深睡眠時間7 

・中途覚醒時間 

・中途覚醒回数 

・収縮期血圧 

・拡張期血圧 

・脈拍 

・心拍 

・自律神経 

 

 血圧の測定は測定場所を自宅の居間とし、起床後と就寝前の1日2機会、1機会につき2回

測定とした。測定条件は「高血圧治療ガイドライン2014」文[3-3]に則り、表3. 4に示す条件で

行った。正確な血圧を測定するため、測定条件に加えて、同表に示す注意点を対象者に伝

えて調査を行った。自宅での血圧測定に使用した日誌を巻末の付録3に掲載する。 

 

表3. 4 血圧の測定条件と測定時の注意点 

測定条件 
測定時の注意点 

起床後 就寝前 

起床後 1 時間以内 座位 1-2 分安静後 利き腕の反対の腕で測定する 

排尿後 － 測定中に会話を交わさない 

朝の服薬前 － 測定 30 分前から 

喫煙, 飲酒, カフェインの摂取を控える 朝食前 － 

座位 1-2 分安静後 － カフ8の位置を心臓の高さに維持する 

                                                   
6 総睡眠時間中の睡眠時間の割合 
7 10分以上体動のない深い睡眠状態 
8 測定時に腕に巻く腕帯 
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3-2 アンケート集計結果 

3-2-1 秋季調査におけるアンケート集計結果 

（1）住環境（木質化率） 

 2.2節と同様の方法を用いて算出した自宅の寝室における木質化率を図3. 3に示す。木質

化率24%が4名と最も多く、床面を木質化している例が多く確認された。木質化を行ってい

る場合であっても、無垢材の使用は見られなかった。 

 

木質化率0%

（2名）

木質化率12%

（2名）

木質化率24%

（4名）

 

図3. 3 秋季調査対象者の自宅（寝室）の木質化率 

 

（2）生活習慣 

 対象者の野菜・果物の摂取頻度、味嗜好に関して、図3. 4, 図3. 5に示す。野菜・果物の

摂取頻度では1名を除き、週6～7日と回答しており、野菜の接収頻度が高い傾向にあった。

味嗜好に関しては「普通」または「濃い味」であった。 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に3～5日 週に6～7日

1 7

 
0% 20% 40% 60% 80% 100%

普通 濃い味

6 2 

 

図3. 4 秋季調査対象者の野菜・果物の摂取頻度 図3. 5 秋季調査対象者の味嗜好 

 

（3）就寝時の寝具・着衣・カーテンの使用 

対象者の就寝時の寝具、着衣、カーテンの使用に関する集計結果を図3. 6～図3. 9に示す。

寝具に関しては布団利用者が5名、ベッド使用者が3名であった。掛物は薄手の布団を1枚使

用している対象者が8名中7名であった。着衣は中間期であったため、個人差が大きい結果

となり、長袖・長ズボンと半袖・長ズボンが3名と多かった。カーテンの使用に関しては遮

光カーテンやレースカーテンの使用が5名、使用していない対象者が3名と回答が分かれた。 
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布団
（4名）

布団・
マットレス
（1名）

ベッド
（3名）

 

1枚
（7名）

2枚
（1名）

 

図3. 6 秋季調査対象者の寝具 図3. 7 秋季調査対象者の掛物の枚数 

半袖・
半ズボン
（1名）

半袖・長ズボン
（3名）

七分袖・
長ズボン
（1名）

長袖・長ズボン
（3名）

 

遮光
（3名）

遮光・
レース
（1名）

レース
（1名）

使用していない
（3名）

 
図3. 8 秋季調査対象者の就寝時の着衣 図3. 9 秋季調査対象者のカーテンの使用 

 

3-2-2 冬季調査におけるアンケート集計結果 

（1）住環境（木質化率） 

2.2節と同様の方法を用いて算出した自宅の寝室における木質化率を図3. 10に示す。床面を

木質化している対象者が8名中7名を占めた。 

 

木質化率0%

（1名）

木質化率12%

（1名）

木質化率24%

（6名）

 

図3. 10 冬季調査対象者の自宅（寝室）の木質化率 
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（2）生活習慣 

 対象者の野菜・果物の摂取頻度、味嗜好に関して、図3. 11, 図3. 12に示す。野菜・果物

の摂取頻度では半数が、週5～6日または毎日と回答していた。また、味嗜好に関しては「薄

い味」が4名と最も多い結果であった。 

 

週に1～2回 週に3～4回 週に5～6回 毎日

1 13 3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3 15

濃い味普通薄い味

 

図3. 11 冬季調査対象者の野菜・果物の摂取頻度 図3. 12 冬季調査対象者の味嗜好 

 

（3）就寝時の寝具・着衣・カーテンの使用 

対象者の就寝時の寝具、着衣、カーテンの使用に関する集計結果を図3. 13～図3. 16に示

す。寝具（敷物）に関しては布団利用者が4名、ベッド使用者が4名であった。掛物の枚数

は2枚または3枚が8名中6名を占めた。冬季における就寝時の着衣は、中間期と同様に個人

差が大きい結果となり、中でも長袖2枚と長ズボンが3名と最も多かった。カーテンの使用

に関しては遮光カーテンの利用者が8名中6名を占めた。 

 

布団
（4名）

ベッド
（4名）

 

1枚
（1名）

3枚
（2名）

2枚
（4名）

5枚
（1名）

 

図3. 13 冬季調査対象者の寝具 図3. 14 冬季調査対象者の掛物の枚数 

長袖1枚・長ズボン
（2名）

長袖2枚・半ズボン
（1名）

長袖2枚・長ズボン
（3名）

長袖2枚・
長ズボン・靴下

（2名）

 

遮光
（4名）

遮光・レース
（2名）

使用していない
（2名）

 

図3. 15 冬季調査対象者の就寝時の着衣 図3. 16 冬季調査対象者のカーテンの使用 
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3-3 室内環境測定結果 

3-3-1 秋季調査における温湿度測定結果 

 自宅および実験住宅における各対象者の標準新有効温度（SET*）を図3. 17に示す。本調

査では温湿度、気流、放射温度、代謝量、着衣量を考慮した体感温度であるSET*を温熱環

境の指標として採用した。 SET*の算出条件を表3. 5に示す。 

 

表3. 5 SET*算出に用いた指標 

温度T［℃］ 
実測値 

湿度H［%］ 

放射温度MRT［℃］ 温度（実測値）と同値 

気流V［m/s］ 不感気流の0.1［m/s］ 

着衣量［clo］ アンケートの回答より算出 

代謝量［W/ m
2］文[3-4]

 58.2[W/m
2
] 

体表面積［m
2］文[3-5]

 アンケート回答の身長と体重を 

下記の式に代入することにより算出 

(体表面積)= (体重)
0.444×(身長)

0.663×0.008883 

 

就
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中
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平
均
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E

T
*
[℃

]
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H

 

図3. 17 秋季調査対象者の就寝中の平均SET*（対象者毎） 

 

 SET*の測定結果より、自宅と実験住宅の平均SET*が約2℃以内に収まっており、温熱環

境に大きな差が生じていないことを確認した。測定を行った時期が中間期であったため、

冷暖房を使用しておらず、自宅と実験住宅の温熱環境がほぼ同等になったと推察される。

これより、次節以降のCLT利用が睡眠に与える影響の検証に関して、温熱環境が睡眠に与

える影響を極力排除した上での検証が可能であると考えられる。 
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3-3-2 冬季調査における温湿度測定結果 

自宅および実験住宅における各対象者の標準新有効温度（SET*）を図3. 18に示す。前項

と同様の指標を用いてSET*の算出を行った。 
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I G K L M N O
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図3. 18 冬季調査対象者の就寝中の平均SET*（対象者毎） 

 

 SET*の測定結果より、8名全ての対象者において、自宅と比較して実験住宅の方がSET*

が高い環境であることが示された。自宅と実験住宅での差が最も大きい対象者では、約9℃

の差が生じていた。これより、温熱環境が睡眠や血圧に影響を与えている可能性があると

推察される。 

 

3-3-3 冬季調査における室内環境測定結果 

 本項には慶應共進化住宅内の詳細な室内環境を検証するため、実験期間中とは別日の

2015年3月12日に実施した環境測定結果を示す。 

（1）実験住宅内の温度・湿度・CO2濃度 

 慶應共進化住宅内に15か所の環境測定点を設け、高さ0.1mと1.1mにて午前11時の温度・

湿度・CO2濃度の測定を実施した。実験住宅の平面図に測定点を示す（図3. 19）。 

 

：エアコンを設置

：放射暖房システム

1 2

3

4 5

6
7

8

9
10

11 12

13

14 15

1：環境測定点

 

図3. 19 慶應型共進化住宅の平面図及び環境測定点の位置  
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 測定に使用した測定機器を表3. 6に、測定の様子を図3. 20に示す。 

 

表3. 6 室内環境測定に用いた測定機器 

測定項目 温度・湿度・CO2濃度 温度・湿度 

測定機器 TR-76Ui（T&D社） 

 

TR-72wf（T&D社） 

 

 

 

 

 

図3. 20 測定機器設置の様子 

 

  

 

 

 

 

 

 

高さ1.1m 

高さ0.1m 
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 温度、湿度、CO2濃度の測定結果を表3. 7に示す。慶應型共進化住宅は段差のある構造に

なっており、測定点①～⑤が最も低い段、測定点⑥～⑩が中段、測定点⑪～⑮が最も高い

段の結果である。測定の結果、上段の温度（高さ1.1m）は平均24.1℃、下段では平均23.5℃

となり、上段と下段では約0.6℃程の温度差が確認された。また、高さ1.1mと0.1mの上下温

度差は平均1.3℃であった。温度に関しては上段、下段の差や垂直方向での差が顕著に確認

されたが、湿度に関しては測定点による変動は少なく、20%～25%の範囲となった。CO2

濃度に関しては、上段の平均値が658ppm、中段が578ppm、下段が556ppmとなり、上段

が下段と比較して約100ppm高い結果となった。玄関からの通風を確保可能な下段は空気が

循環しており、比較的CO2濃度が低い傾向になったと推察される。 

  

表3. 7 温度・湿度・CO2濃度の測定結果 

 温度［℃］ 湿度［%］ CO2濃度［ppm］ 

高さ0.1m 高さ1.1m 高さ0.1m 高さ1.1m 高さ0.1m 高さ1.1m 

測定点① 21.6 23.6 22 20 503 551 

測定点② 22.1 23.6 21 21 471 588 

測定点③ 22.0 23.5 21 21 499 604 

測定点④ 21.2 23.7 22 25 562 625 

測定点⑤ 21.8 23.0 22 25 478 685 

測定点⑥ 22.8 23.3 21 23 570 590 

測定点⑦ 22.5 22.9 24 23 573 581 

測定点⑧ 22.7 23.0 22 23 535 638 

測定点⑨ 22.8 22.9 23 23 551 635 

測定点⑩ 21.7 23.4 23 24 518 598 

測定点⑪ 22.0 24.0 24 23 575 625 

測定点⑫ 22.3 24.1 25 23 752 785 

測定点⑬ 22.6 24.1 25 22 655 645 

測定点⑭ 22.9 24.1 24 22 640 630 

測定点⑮ 23.2 24.4 24 22 630 647 

 

（2）実験住宅内外のPM2.5の測定 

近年、黄砂や花粉、更にはpm2.5等飛来する微粒子成分による健康影響が注目されている。

そこで、室内空気質（IAQ）に着目し、慶應共進化住宅の屋内外のエアロゾル粒子の測定を

試験的に実施した。 

・測定概要 

表3.8に測定項目及び測定機器の概要を示す。測定ポイントは室内1点（リビング付近）、

屋外1点（玄関前）の計2点とし、30分間隔でそれぞれ4回ずつ測定した。 

 

表3. 8 測定項目及び測定機器の概要 

測定項目 測定機器 測定間隔 

エアロゾル粒子の質量濃度 エアロゾルモニター8533/TSI 30分（2分平均） 

エアロゾル粒子の個数濃度 パーティクルカウンター9306/TSI 30分（2分平均） 
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・測定結果 

図3.21にPM2.5濃度の経時変化を示す。尚、測定機器の精度は大気汚染物質広域監視シス

テムの測定データ（御所見小学校、測定対象との直線距離約1.8m）と比較より、概ね対応

した結果が得られていることを確認している。測定期間においてPM2.5濃度は低く推移し

ていた。図より、室内のPM2.5濃度は外気濃度より低く保たれていることが確認できる。

尚、国の暫定指針が１日平均値70μg/m3超であることから、実測対象における問題は極め

て低いといえる。 
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図3. 21  PM2.5濃度の経時変化 

 

図3.22にエアロゾル粒子の粒径別の個数濃度の平均値及び、室内と外気の個数濃度比を表

すI/O比をそれぞれ示す。I/O比が1より小さいことから、エアロゾル粒子は室内（発生源と

してCLT材等の躯体由来のものを想定）での発生が殆どなく、また流入したものに関して

も躯体（木材）等によって吸着されている可能性がある。 

以上については、比較対象としてCLT以外の住宅との比較ができていないことからこの

点は今後の課題とする。 
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図3. 22 粒径別の個数濃度分布（平均値） 
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3-4 心拍測定結果 

 冬季調査の対象者のみ、実験住宅への体験宿泊中の心拍測定を実施した。心拍測定は入浴

中を除き、24時間連続して行った。心拍の測定結果より、不整脈等の症状のない健康的な

対象者であることを確認した。例として、被験者3名の心拍測定結果を図3. 23～図3. 25に

示す。 
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図3. 23 心拍測定結果（被験者H（2015年2月19日22時～2015年2月20日20時）） 
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図3. 24 心拍測定結果（被験者I（2015年2月19日22時～2015年2月20日20時）） 
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図3. 25 心拍測定結果（被験者J（2015年2月19日22時～2015年2月20日20時）） 

3-5 住宅のCLT利用が視覚刺激・嗅覚刺激に与える影響 

 本節では住宅のCLT利用が視覚刺激、嗅覚刺激に与える影響を検証する。具体的には自

宅と実験住宅における「室内の見た目・香り・床材のさわり心地の好ましさ（視覚刺激）」

及び「木の香りを感じる度合い（嗅覚刺激）」の比較を実施する。 

 

3-5-1 秋季調査における検証結果 

（1）視覚刺激 

 自宅と実験住宅における「室内の見た目・香り・床材のさわり心地の好ましさ」の比較

結果を図3. 26～図3. 28に示す。室内の見た目の好ましさの割合と香りの好ましさの割合が

自宅と比較して実験住宅のほうが高い傾向が確認された。また、床材のさわり心地の好ま

しさに関しても僅かに実験住宅において高い傾向が示された。これより、住宅の木質内装

化が視覚的な好ましさに影響している可能性が示唆された。 
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図3. 26 見た目の 

好ましさの割合 

図3. 27 香りの 

好ましさの割合 

図3. 28 床材のさわり心地 

の好ましさの割合 

 

（2）嗅覚刺激 

 次に、自宅と実験住宅における「木の香りを感じる度合い」の比較結果を図3. 27に示す。

自宅で木の香りを感じる対象者は1名もおらず、実験住宅においては全ての対象者が木の香

りを感じると回答した。 
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図3. 29 木の香りを感じる度合い 

3-5-2 冬季調査における検証結果 

（1）視覚刺激 

 自宅と実験住宅における「室内の見た目・香り・床材のさわり心地の好ましさ」の比較

結果を図3. 30～図3. 32に示す。室内の見た目の好ましさの割合と香りの好ましさ、床材の

さわり心地の好ましさの割合が自宅と比較して実験住宅のほうが高い傾向が確認された。

また、冬季調査の対象者は秋季調査の対象者と比較して、自宅の木質化率が高い傾向にあ

ったため自宅における好ましさ感が高い傾向にあった。 
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図3. 30 見た目の 

好ましさの割合 

図3. 31 香りの 

好ましさの割合 

図3. 32 床材のさわり心地 

の好ましさの割合 

 

（2）嗅覚刺激 

 次に、自宅と実験住宅における「木の香りを感じる度合い」の比較結果を図3. 31に示す。

8名中7名の対象者が実験住宅において木の香りを感じると回答した。 
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図3. 33 木の香りを感じる度合い 
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3-6 住宅の内装木質化が睡眠の質に与える影響 

本節では住宅のCLT利用と内装木質化が睡眠の質に与える影響を検証する。秋季調査に

関しては1名の睡眠データが欠損したため、有効サンプル数は7名であった。 

 

3-6-1 秋季調査における検証結果 

（1）入眠潜時・中途覚醒時間 

良質な睡眠には「寝つきの良さ」及び「中途覚醒時間の短さ」が重要な要素として挙げ

られる。そこで、まず始めに、CLT利用が入眠潜時及び中途覚醒時間に与える影響の検証

を実施する。自宅および実験住宅における各対象者の入眠潜時及び中途覚醒時間を図3. 34, 

図3. 35に示す。入眠潜時に関して、自宅と比較して実験住宅にて入眠潜時が短い傾向が7

名中6名の対象者に示された。また、中途覚醒時間に関しても、実験住宅における中途覚醒

時間が短い傾向が7名中4名に確認された。 
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図3. 34 秋季調査対象者の入眠潜時（対象者毎） 
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図3. 35 秋季調査対象者の中途覚醒時間（対象者毎） 
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（2）睡眠効率・深睡眠時間 

 次に、睡眠効率及び10分以上体動のない深い睡眠状態である深睡眠時間の検証結果を図

3. 36～図3. 39示す。睡眠効率に関して、個人差が非常に大きい指標であるため、「日ごと

の睡眠効率－個人の睡眠効率の平均値」（以降、睡眠効率（平均値との差））によって個

人差を排除した。その結果、実験住宅では自宅と比較して睡眠効率が3.7%向上し、深睡眠

時間が40分増加する傾向が示唆された。これにより、住宅のCLT利用、当条件で厳密にいう

ならば木質内装化が、睡眠の質向上に寄与する可能性が示された。 
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図3. 36 秋季調査対象者の睡眠効率（対象者毎） 
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図3. 37 秋季調査対象者の深睡眠時間（対象者毎） 
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図3. 38 秋季調査対象者の睡眠効率 

（自宅と実験住宅の比較） 

図3. 39 秋季調査対象者の深睡眠時間 

（自宅と実験住宅の比較） 
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3-6-2 冬季調査における検証結果 

（1）入眠潜時・中途覚醒時間 

秋季調査と同様に、まず初めに内装木質化が入眠潜時及び中途覚醒時間に与える影響の

検証を実施する。自宅および実験住宅における各対象者の入眠潜時及び中途覚醒時間を図

3. 40, 図3. 41に示す。入眠潜時に関して、自宅と比較して実験住宅にて入眠潜時が短い傾

向が8名中6名の対象者に示された。実験住宅において非常に入眠潜時が長くなった被験者L

は体験宿泊初日の値が非常に長く、慣れない環境下での測定であったため、不慣れの影響

が出たものと考えられる。また、中途覚醒時間に関しても、実験住宅における中途覚醒時

間が短い傾向が8名中6名に確認された。 
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図3. 40 冬季調査対象者の入眠潜時（対象者毎） 
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図3. 41 冬季調査対象者の中途覚醒時間（対象者毎） 

 

（2）睡眠効率・深睡眠時間 

 次に、睡眠効率及び10分以上体動のない深い睡眠状態である深睡眠時間の検証結果を図

3. 42～図3. 45に示す。睡眠効率に関して、8名中6名が実験住宅において睡眠効率が向上す

る傾向が確認された。実験住宅が自宅と比較して睡眠効率が低下した2名に関しては、慣れ

ない環境での宿泊に対する緊張が影響したものと推察される。図3. 44と図3. 45より、実験

住宅では自宅と比較して睡眠効率が3.3%向上し、深睡眠時間が9分増加する傾向が示された。 

 



 

林野庁 

『CLT等新たな製品・技術の開発促進事業』 

平成26年度 成果報告書 

38 

 

I G K L M N O

被験者ID

P

睡
眠
効
率
（
平
均
値
と
の
差
）

[%
]

-4

-2

0

2

4

6

8

自宅 実験住宅 自宅 実験住宅 自宅 実験住宅 自宅 実験住宅 自宅 実験住宅 自宅 実験住宅 自宅 実験住宅 自宅 実験住宅

 

図3. 42 冬季調査対象者の睡眠効率（対象者毎） 
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図3. 43 冬季調査対象者の深睡眠時間（対象者毎） 
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図3. 44 秋季調査対象者の睡眠効率 

（自宅と実験住宅の比較） 

図3. 45 秋季調査対象者の深睡眠時間 

（自宅と実験住宅の比較） 
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3-7 住宅の内装木質化が血圧に与える影響 

 本節では住宅のCLT利用が血圧に与える影響を検証する。血圧の測定は冬季調査におい

て実施したため、サンプルは8名である。 

 

 分析対象とする血圧の指標には、循環器疾患の発症が多発する起床時文[3-6]、及び予後予

測能に優れる収縮期血圧文[3-7]を採用した。また血圧の測定は1機会2回測定としたため、そ

の平均値をその機会の血圧値とした。自宅および実験住宅における各対象者の起床時収縮

期血圧を図3. 46に示す。自宅と比較して実験住宅において、収縮期血圧が短い傾向が8名中

7名の対象者に示された。図3. 47より、実験住宅では自宅と比較して収縮期血圧が約

5.4mmHg低下する傾向が示された。しかし、冬季調査おいては自宅と実験住宅の温熱環境

に約9℃の差が確認されており、温熱環境が血圧に与える影響を排除することが出来ていな

い点が課題として挙げられる。また、CLT利用に関する効果とCLT以外の内装木質化によ

る効果が分離されていない。そのため、今後さらに温熱環境等のCLT利用以外の要素を統

一した上での検証を行う必要がある。 

 

100

105

110

115

120

125

130

自宅 実験住宅 自宅 実験住宅 自宅 実験住宅 自宅 実験住宅 自宅 実験住宅 自宅 実験住宅 自宅 実験住宅 自宅 実験住宅

収
縮
期
血
圧

[m
m

H
g
]

I G K L M N O

被験者ID

P

 

図3. 46 冬季調査対象者の起床時収縮期血圧（対象者毎） 
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図3. 47 冬季調査対象者の起床時収縮期血圧（自宅と実験住宅の比較） 
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3-8 第3章の総括 

 本章では、CLTを利用した木質内装住宅（実験住宅）へ模擬的に転居して頂く体験宿泊

を実施し、内装木質化によって期待されるリラックス効果が居住者の睡眠状態や血圧に与

える影響を検討した。温熱環境等の木質内装（CLT利用）以外の睡眠への影響を極力排除

するため秋季に1度目の調査を実施し、さらに血圧への影響が最も現れる冬季に2度目の調

査を実施した。 

 

 具体的に得られた結果を以下に示す。 

 

（1）内装木質化が居住者の視覚刺激・嗅覚刺激に与える影響 

 調査対象者の自宅は木室内装化率が0~24%であり、自宅と実験住宅における「室内の見

た目・香り・床材のさわり心地の好ましさ（視覚刺激）」及び「木の香りを感じる度合い

（嗅覚刺激）」の比較を実施した。その結果、秋季調査と冬季調査ともに実験住宅におい

て見た目の好ましさ及び木の香りを感じる度合いが向上する傾向が確認された。 

 

（2）内装木質化が居住者の睡眠状態に与える影響 

 秋季調査においては自宅と実験住宅の温熱環境に大きな差異がないことを確認した上で、

睡眠状態の比較検討を実施した。その結果、実験住宅は自宅と比較して、睡眠効率が3.7%

向上し、深睡眠時間が40分増加する傾向が示唆された。これにより、住宅の内装木質化（CLT

利用）が睡眠の質向上に寄与する可能性が示された。 

 また、冬季調査においても同様に、実験住宅では自宅と比較して睡眠効率が3.3%向上し、

深睡眠時間が9分増加する傾向が示された。このことから、住宅の内装木質化（CLT利用）

は居住者のリラックス効果を誘発し、睡眠の質向上に寄与する可能性が示唆された。 

 

（3）内装木質化が居住者の血圧に与える影響 

 冬季調査において、実験住宅では自宅と比較して収縮期血圧が約5.4mmHg低下する傾向

が示された。しかし、冬季調査おいては自宅と実験住宅の温熱環境に約9℃の差が確認され

ており、温熱環境が血圧に与える影響を排除することが出来ていないものと考えられる。 
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4．総括 

4-1 成果 

林野庁「CLT等新製品・新技術利用促進事業のうち住宅等における製品技術の開発･普及の

一層の促進（木造住宅等の健康･省エネ性についての定量化のための調査）」において、2014

年度の秋季及び冬季に調査を実施した。調査は昨年度の林野庁「地域材供給倍増事業のう

ち木造建築物等の健康・省エネ等データ収集支援事業（2013年度）」の助成を得て、2013

年10月から11月にかけて、居住地域が断熱地域区分Ⅳとなる住民を対象とした調査のサン

プル拡大を目的としたフィールド調査とCLTを利用した実験住宅における調査を行った。

これらの調査によって取得したデータを用いて関連分析を試み、以下の成果を得た。 

 

（1）フィールド調査による住宅の木質内装が居住者の睡眠に与える影響 

 木質内装化による睡眠効率への影響を定量的に検証することを目的として、今年度（2014

年11月～2015年1月）に行ったフィールド調査の結果に、昨年度（2014年秋季）に行った

フィールド調査の結果を併せて分析を行った。なお内装木質化以外の睡眠への影響を考慮

するため、BMIや年齢等の個人要因の影響を制御した上で木質化率と睡眠効率の分析を行

った。その結果、就寝中平均SET*が17.0～25.0の範囲内にあるデータのみを用いて分析を

行ったところ、木質化率と睡眠の関係は2次曲線で近似することができた。個人属性別に近

似した2次曲線の頂点に着目すると、木質化率30~70%の間にそれぞれの2次曲線の頂点が存

在した。その他の睡眠障害が作用したと推察される肥満傾向（BMI≧25.0）の者を除外し

た、全ての男女（30~70代）において、木質化率60％付近で睡眠効率が最大となることを確

認した。これは、調査対象を拡大したことによる成果であり、木質化率が半数をやや越え

る程度が良好であることを示唆している。 

 

（2）CLT利用の実験住宅での調査による内装木質化が居住者の睡眠血圧に与える影響 

 内装木質化ひいてはCLT利用が居住者の睡眠及び血圧に与える影響を検証することを目

的として、大学生16名を対象に自宅とCLTを利用した木質内装住宅において睡眠状態、血

圧の測定を実施した。その結果、温熱環境の影響を極力排除した条件において、実験住宅

のほうが自宅と比較して、睡眠効率が3.7%向上し、深睡眠時間が40分増加する傾向が示唆

された。また、温熱環境の影響を多少含んだ条件ではあるが、実験住宅では自宅と比較し

て収縮期血圧が5.4mmHg低下する傾向が示された。 
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4-2 残存する課題 

以上についての成果を得たものの、次にあげる課題を有する。 

 

1）限られたサンプルの調査であること 

調査①の展開によってサンプル数の拡大を果たし、属性別の検証に進むことが果たさ

れたが、より確たる検証とするには更なる調査が必要となる。この点は調査②も同様で

ある。 

 

2）交絡要因を有すること 

本事業の展開によって属性別分析を果たし、対象者の肥満の影響や内装木質化以外の

影響が示唆された。このように明らかになりつつある交絡要因の他に制御できてない交

絡要因も多数存在すると予測される 

 

従って、本調査で得られた成果については、今回の限られた調査対象者の分析結果であ

ると言え、より確たる論拠とするためには更なる調査の実施が必要となる。この対策とし

ては、サンプル数の拡大や前述の通り明らかになりつつある交絡要因の統制が考えられる

が、ランダム化比較試験といった介入調査の展開も考えうる。 

 

 

4-3 今後の展開 

今後の展開としては、ここで得た情報をもとに、内装木質化やCLTの利用効果について

シンポジウム等で引き続き公表し、ゆくゆくは適切な設計仕様に関するガイドラインや法

整備に繋げていくことを予定している。 

また前節に示した通り、依然としてサンプル数や調査条件の課題があり、一部の結果に

ついては統計的有意な関係性を示すことが果たされなかった。そのため更に調査対象を拡

大し、CLT利用と居住者の健康状態との関連を追及していく必要がある。本事業で蓄積し

たデータを基にエビデンスを獲得していくことが期待される。 
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付録：調査資料一式 

付録1【フィールド調査におけるアンケート調査票】 
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付録2【秋季調査におけるアンケート調査票】 
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付録3【冬季調査における血圧日誌】 
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